多目的最適化と並列分散処理
この研究で取り扱う多目的最適化とは、特定の制約条件の下で、複数の目的席数を同時に最大化または最小化しようとする最適化アプローチである．多目的最適化のメリットとして，結果が出るまでの作業時間が削減されることや，答えを導くのに現実的ではない時間がかかる問題を解けることがある．多目的最適化問題は、さまざまな分野で発生し、全ての目的関数を同時に最大化または最小化する解が存在しないことがあるため、パレート最適という概念を導入する必要がある．パレート最適解とは，ある目的関数を満たそうとしたときに他の目的関数が犠牲になり満たされなくなってしまう解のことであり，一般的には1つとなることはほとんどなく複数となる場合がほとんどである．[水上卒論]


遺伝的アルゴリズムとは，近似解を探索するためのアルゴリズムである．解の候補であるデータを遺伝子として複数準備し，適応度の高い個体の選択，交叉，突然変異や淘汰を繰り返し，最適解を求める．適応度は目的関数の最大化，または最小化の形で設定される．
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\bfseries{
遺伝的アルゴリズムとは，近似解を探索するためのアルゴリズムである．解の候補であるデータを遺伝子として複数準備し，適応度の高い個体の選択，個体を2種類組み合わせる交叉，個体の一部をランダムに変更する突然変異や適応度が低い個体を淘汰することを繰り返し，最適解を求める．適応度は目的関数の最大化，または最小化の形で設定される．\\\indent 
NSGA2とは多目的遺伝アルゴリズムの一種であり，遺伝的アルゴリズムを多目的最適化問題に拡張したものである．NSGA2の特徴として，非優先ソート，混雑度ソート，混雑度トーナメントの3つが挙げられる．特徴の詳細を図４に示す．
}
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